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本
年
、
一
、三
〇
〇
年
以
上
も
前
か
ら

概
ね
二
〇
年
毎
に
行
わ
れ
て
き
た
伊
勢
神

宮
式
年
遷
宮
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
日

建
連
建
築
本
部
で
は
、
十
月
十
八
日
、
会

員
企
業
の
寺
社
建
築
等
に
携
わ
る
三
八
名

の
参
加
を
得
て
、
神
宮
式
年
造
営
庁
の
中

村
光
彦
技
術
総
監
の
ご
指
導
の
下
で
、
実

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
旧
建
築
業
協
会
が
建
築

着
工
前
の
平
成
二
十
二
年
六
月
に
行
っ
た
、

伊
勢
神
宮
直
営
の
木
工
作
業
所
「
山
田
工

作
所
」
等
の
調
査
に
続
く
も
の
で
、
新
旧

の
社
殿
が
共
に
建
ち
並
ぶ
、
二
〇
年
間
に

数
カ
月
と
い
う
僅
か
な
期
間
を
と
ら
え
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

最
初
に
、
内
宮
の
新
御
正
殿
を
参
拝
し

ま
し
た
。
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
る
本
年
の

参
拝
者
は
、
過
去
最
大
と
な
り
、
一
、

三
〇
〇
万
人
に
達
す
る
見
込
み
だ
と
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

内
宮
御
正
殿
の
近
く
の
林
の
中
、
別べ

つ

宮ぐ
う

荒あ
ら

祭ま
つ
り

宮の
み
やが
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
旧
社
殿
と

新
社
殿
が
並
び
、
新
造
さ
れ
た
社
殿
の
木

肌
、
切
り
整
え
ら
れ
た
萱
の
屋
根
、
金
箔

を
貼
ら
れ
た
金
具
が
調
和
を
も
っ
て
整
え

ら
れ
て
い
る
様
子
と
、
こ
れ
ら
の
全
て
が

二
〇
年
の
経
過
を
経
た
状
況
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

内
宮
参
拝
の
後
、
第
三
六
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞

受
賞
の
「
お
は
ら
い
町
・
お
か
げ
横
丁
」

を
通
っ
て
神
宮
会
館
に
向
か
い
、
中
村
技

術
総
監
よ
り
「
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
と
伝

統
文
化
・
技
術
の
継
承
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
伊
勢
神
宮
と
式
年
遷
宮
、
そ
の
建
築

と
し
て
の
価
値
、
環
境
的
価
値
及
び
伝
統

文
化
・
技
術
・
技
能
の
伝
承
と
継
承
の
今

日
的
意
義
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
外
宮
の
新
・
旧
御
正

殿
の
参
拝
・
調
査
で
す
。

　

ま
ず
、
本
年
度
第
五
四
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
を

受
賞
し
た
「
式
年
遷
宮
記
念
せ
ん
ぐ
う

館
」
で
外
宮
殿
舎
の
配
置
、
原
寸
大
模
型
、

全
面
的
に
更
新
さ
れ
る
ご
装
束
及
び
そ
の

製
作
過
程
等
を
見
学
し
た
後
、
外
宮
御
正

殿
に
向
か
い
ま
す
。

　

新
御
正
殿
を
参
拝
の
後
、
ご
誘
導
頂
い

て
旧
御
正
殿
に
向
か
い
ま
す
。

　

建
物
の
性
格
上
、
内
部
の
写
真
撮
影
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
唯
一
神
明
造
」

と
い
う
、
日
本
古
来
の
稲
倉
に
起
源
を
持

つ
と
い
わ
れ
、
一
、〇
〇
〇
年
以
上
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
建
て
替
え
ら
れ
て
き

た
建
築
物
で
す
。
参
加
者
は
食
い
入
る
よ

う
に
全
体
像
と
詳
細
部
分
を
目
に
焼
き
付

け
て
い
ま
し
た
。

　

旧
御
正
殿
の
屋
根
や
柱
・
壁
は
二
〇
年

の
歳
月
を
経
て
、
四
季
の
雨
風
、
温
度
差
、

周
辺
の
木
々
や
苔
等
の
影
響
を
受
け
て
自

然
の
風
景
の
中
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
の
が
伺
え
ま
し
た
。

　

檜
の
柱
を
白
木
の
ま
ま
掘
立
柱
と
し
て

直
接
地
面
に
建
て
、
萱
を
刈
り
取
っ
て
乾

燥
さ
せ
た
だ
け
で
、
燻
蒸
等
を
し
な
い
で

屋
根
材
と
し
て
使
う
と
い
う
、
伊
勢
神
宮

の
建
築
物
の
基
本
的
な
成
り
立
ち
を
前
提

に
、
一
定
の
期
間
で
建
て
替
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
こ
れ
を
永
遠
に
残
し
て
い
く
、
ま

た
、
そ
れ
を
行
う
た
め
の
技
術
及
び
人
材

を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
面
で
、
二
〇
年

ご
と
の
式
年
遷
宮
と
い
う
仕
組
み
の
偉
大

さ
と
絶
妙
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で

し
た
。

　

終
わ
り
に
本
調
査
の
実
施
に
当
た
り
絶

大
な
ご
尽
力
を
頂
い
た
、
中
村
技
術
総
監

は
じ
め
伊
勢
神
宮
の
関
係
者
の
皆
様
に
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
、
調
査
報
告
と
致
し
ま

す
。

神宮式年造営庁、中村技術総監の講演

新正宮（外宮）の鳥
居と外玉垣南御門

式年遷宮記念せんぐう
館。この日は、外のス
テージで奉祝奉納行事
として「獅子舞」や「天
宮神社十二段舞楽」が
奉納された。

別宮荒祭宮の新旧社殿

参道より旧正宮内部を撮影したもの。手前は、
外玉垣南御門。奥に見えるのは、内玉垣御門。
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築
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施


